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『
教
行
信
証
』
の
研
究
は
、
存
覚
『
六
要
紗
』
以
来
長
年
積
み
重
ね
ら

れ
、
御
自
釈
や
引
用
経
論
釈
の
内
容
か
ら
、
教
義
体
系
や
組
織
の
解
釈
が

試
み
ら
れ
て
き
た
。
一
方
、
明
治
以
降
は
書
誌
学
的
あ
る
い
は
文
献
学
的

研
究
が
進
展
し
、
坂
東
本
に
お
け
る
字
体
の
特
徴
、
半
面
当
た
り
の
行
数

な
ど
か
ら
、
前
期
・
中
期
・
後
期
の
筆
跡
変
遷
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。

本
発
表
は
、
文
字
単
位
の
筆
跡
研
究
を
ベ
ー
ス
に
、
行
単
位
の
形
式
変
化

に
着
目
し
、
坂
東
本
や
西
本
願
寺
本
の
書
式
か
ら
引
用
経
論
釈
の
構
造
把

握
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
今
回
は
曇
驚
が
『
大
経
』
を
元
に
製
作
し
た

偶
頌
で
あ
り
、
偶
文
形
式
で
引
用
さ
れ
て
然
る
べ
き
聖
教
で
あ
る
『
讃
阿

弥
陀
仏
偶
』
を
検
討
の
対
象
と
す
る
。

『
讃
阿
弥
陀
仏
偶
』
が
『
教
行
信
証
』
に
引
用
さ
れ
る
場
合
、
坂
東
本

で
は
偶
文
形
式
で
示
さ
れ
ず
、
西
本
願
寺
本
に
お
い
て
も
偶
頌
と
長
行
の

別
が
あ
り
、
文
中
の
形
式
変
化
も
認
め
ら
れ
る
。

ま
ず
、
『
教
行
信
証
』
全
体
の
「
偶
頌
体
」
を
確
認
す
る
と
、
坂
東
本

初
期
に
既
に
見
ら
れ
る
書
写
形
式
で
あ
る
。
坂
東
本
で
は
、
一
切
経
等
の

『
教
行
信
証
』
所
引
の
『
讃
阿
弥
陀
仏
偶
』

に
つ
い
て
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冨
島
信
海

版
本
や
『
見
聞
集
』
等
の
自
筆
手
控
え
抄
出
要
文
に
見
ら
れ
る
偶
頌
の
引

用
形
式
を
一
部
採
用
す
る
が
、
改
行
や
偶
頌
体
自
体
が
少
な
い
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
坂
東
本
に
は
偶
頌
や
改
行
を
用
い
て
積
極
的
に
何
か
を
示
す
と

い
う
明
確
な
意
図
は
な
く
、
引
用
文
の
収
集
・
書
写
に
重
点
を
置
い
た

「
草
稿
本
」
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
西
本
願
寺
本
は
、
親
驚
没
後
の
文
永
十
二
年
（
一
二
七
五
）
に

書
写
さ
れ
た
「
清
書
本
」
で
あ
り
、
坂
東
本
の
字
形
を
捉
え
て
臨
模
し
た

も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
体
裁
は
坂
東
本
と
大
き
く
異
な
り
、

①
引
文
導
入
語
「
言
」
「
日
」
「
云
」
の
後
に
改
行
を
施
す

②
版
本
や
手
控
え
の
抄
出
要
文
、
親
鶯
真
蹟
等
の
形
式
に
倣
い
、
多

く
の
偶
頌
体
を
用
い
る

③
本
来
偶
頌
で
な
い
本
願
成
就
文
を
含
み
、
多
く
の
偶
頌
体
を
用
い

る

と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
西
本
願
寺
本
は
、
こ
う
し
た
書
写
方
針
を
も
っ
て

『
教
行
信
証
』
を
書
物
と
し
て
整
備
・
編
集
し
た
本
で
も
あ
っ
た
。
こ
の

書
写
方
針
は
『
讃
阿
弥
陀
仏
偶
』
の
引
用
に
も
あ
て
は
ま
る
。
引
用
の
冒

頭
で
は
、
引
文
導
入
語
「
日
」
の
後
に
改
行
を
施
し
て
書
名
を
明
示
し
、

更
に
作
者
名
・
名
号
・
細
註
を
書
き
加
え
る
と
い
う
、
他
の
聖
教
に
見
ら

れ
な
い
独
自
の
形
式
を
用
い
て
い
た
。

そ
こ
で
『
教
行
信
証
』
中
五
回
の
引
用
箇
所
を
検
討
す
る
と
、
引
文
導

入
語
「
日
」
と
「
云
」
に
大
別
で
き
、
前
者
は
偶
頌
、
後
者
は
長
行
と
し

一
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て
引
用
さ
れ
て
い
た
。
特
に
偶
頌
体
の
多
い
西
本
願
寺
本
に
お
い
て
は
、

信
巻
大
信
釈
の
偶
頌
体
六
句
（
三
行
書
き
）
は
、
先
に
十
句
（
五
行
書

き
）
の
偶
頌
体
で
示
さ
れ
た
本
願
成
就
文
と
形
式
と
内
容
の
両
面
で
対
応

し
て
い
た
。

ま
た
、
真
仏
土
巻
真
仏
土
釈
で
は
、
本
文
初
め
の
四
句
（
二
行
書
き
）
、

成
仏
以
来
歴
十
劫
寿
命
方
将
元
有
量

法
身
光
輪
偏
法
海
照
世
盲
冥
故
頂
礼

（
『
本
願
寺
蔵
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』
縮
刷
本
、
六
二
二
頁
）

が
偶
頌
体
、
残
り
が
散
文
形
式
で
示
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
形
式
か
ら
、
真

仏
土
巻
に
お
い
て
も
信
巻
大
信
釈
と
同
様
に
願
成
就
文
と
対
応
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
真
仏
土
巻
『
讃
阿
弥
陀
仏
偶
』
の
構
造
に
つ
い
て
の
考
察
を

試
み
た
。
従
来
の
解
釈
で
は
「
乃
至
」
前
後
で
大
別
す
る
理
解
や
三
分
科

す
る
理
解
が
多
い
。
し
か
し
、
西
本
願
寺
本
の
偶
頌
体
四
句
の
形
式
に
着

目
し
て
そ
の
内
容
を
吟
味
す
る
と
、
総
説
に
当
た
る
偶
頌
体
四
句
に
は
、

願
成
就
文
を
助
顕
し
て
光
寿
二
無
量
の
徳
を
示
す
役
割
が
あ
っ
た
。
そ
れ

に
続
く
別
讃
の
長
行
部
分
で
は
、
十
二
光
を
含
む
仏
十
九
名
と
「
南
無
不

可
思
議
光
」
の
仏
名
を
示
し
、
光
寿
二
無
量
の
徳
を
詳
説
す
る
役
割
が
あ

っ
た
。こ

の
書
写
形
式
は
、
『
浄
土
和
讃
』
徳
号
列
示
に
お
け
る
『
讃
阿
弥
陀

仏
偶
』
引
用
と
同
じ
形
式
で
あ
り
、
偶
頌
体
四
句
と
長
行
・
抄
出
の
順
に

書
写
す
る
点
で
同
じ
構
造
を
持
っ
て
い
た
。
こ
う
し
て
、
偶
頌
体
四
句
で

光
寿
二
無
量
を
示
し
、
続
い
て
仏
名
を
提
示
す
る
点
で
内
容
面
で
も
共
通

し
て
お
り
、
真
仏
土
巻
で
は
、
菩
薩
荘
厳
・
国
土
荘
厳
中
の
仏
名
も
省
略
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し
な
い
『
浄
土
和
讃
』
徳
号
列
示
の
よ
う
に
、
『
讃
阿
弥
陀
仏
偶
』
全
文

を
引
用
す
る
意
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
坂
東
本
に
改
行
・
偶
頌
体
自
体
が

少
な
い
こ
と
、
『
讃
阿
弥
陀
仏
偶
』
独
自
の
引
用
法
、
西
本
願
寺
本
の
書

写
方
針
、
専
修
寺
本
の
書
写
形
式
を
加
味
す
る
と
、
西
本
願
寺
本
の
構
造

が
『
教
行
信
証
』
と
し
て
の
構
造
で
あ
り
、
親
鶯
の
意
図
に
よ
る
も
の
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
引
文
導
入
語
「
日
」
で
始
ま
る
『
讃
阿
弥
陀
仏
偶
』
の

引
用
は
、
西
本
願
寺
本
で
用
い
ら
れ
た
偶
頌
体
が
、
先
に
引
用
さ
れ
た
本

願
成
就
文
や
一
連
の
引
用
で
あ
る
第
十
二
・
十
三
願
成
就
文
の
引
用
に
対

応
し
て
お
り
、
願
成
就
文
を
助
顕
す
る
た
め
の
諭
書
と
見
る
こ
と
が
で
き

る
。

最
後
に
、
『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
引
文
指
示
語
と
経
論
釈
の
対
応
関

係
を
考
え
る
と
、
『
讃
阿
弥
陀
仏
偶
』
は
本
来
釈
書
（
人
師
）
に
よ
る

「
云
」
で
引
用
さ
れ
る
べ
き
書
で
あ
る
。
し
か
し
信
巻
大
信
釈
や
真
仏
土

巻
の
引
用
で
は
、
引
文
導
入
語
「
日
」
を
用
い
、
曇
鷲
造
で
あ
る
こ
と
を

明
記
し
、
「
無
量
寿
傍
経
」
と
名
づ
け
、
書
式
の
上
で
も
西
本
願
寺
本
等

で
偶
頌
体
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
親
鴬
が
『
讃
阿
弥
陀
仏
偶
』
を

仏
経
に
準
じ
た
偶
頌
と
位
置
付
け
た
こ
と
を
意
味
し
、
菩
薩
の
諭
書
と
し

て
引
用
す
る
た
め
に
用
い
た
形
式
的
な
特
徴
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

’
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中
国
、
唐
代
の
浄
土
教
者
で
あ
る
善
導
は
『
観
経
疏
』
「
散
善
義
」
の

（
１
）

中
で
、
称
名
念
仏
を
正
定
業
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、

『
無
量
寿
経
』
第
十
八
願
を
『
往
生
礼
讃
』
で
、
「
念
」
と
い
う
語
を

「
称
」
と
言
い
換
え
、
第
十
八
願
を
根
底
と
し
た
称
名
念
仏
を
打
ち
出
し

（
２
）

て
い
る
。
こ
の
善
導
の
「
称
名
正
定
業
」
の
説
を
含
め
、
善
導
の
後
世
へ

の
影
響
に
つ
い
て
柴
田
泰
氏
の
研
究
が
あ
り
、
各
書
物
の
浄
土
教
の
系
譜

を
挙
げ
、
そ
の
系
譜
の
中
で
の
善
導
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
言
及
を
さ
れ

（
３
）

て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
本
発
表
で
は
、
念
仏
に
特
化
し
て
書
か
れ
た
書
物
で
あ

る
『
念
仏
鏡
』
か
ら
善
導
の
後
世
へ
の
影
響
を
窺
い
た
い
。
『
念
仏
鏡
』

は
善
導
が
亡
く
な
っ
て
約
一
○
○
年
後
に
書
か
れ
た
書
物
で
あ
り
、
そ
れ

を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
善
導
の
念
仏
思
想
の
影
響
の
有
無
が
確
認
で
き
る

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

『
念
仏
鏡
』
の
著
者
は
、
道
鏡
、
善
道
で
あ
り
、
成
立
年
代
は
八
世
紀

末
～
九
世
紀
初
頭
と
さ
れ
る
。
構
成
は
、
「
本
」
（
「
第
一
勧
進
念
仏
門
」

～
「
第
九
広
摂
諸
教
門
」
）
、
「
末
」
（
「
第
十
釈
衆
疑
惑
門
」
・
「
第
十
一

念
仏
出
三
界
門
」
）
に
分
か
れ
、
「
第
十
釈
衆
疑
惑
門
」
は
さ
ら
に
六
門

に
分
け
て
、
三
階
教
や
弥
勒
信
仰
、
禅
宗
な
ど
他
の
思
想
的
立
場
と
浄
土

『
念
仏
鏡
』
の
一
考
察

ｌ
善
導
教
学
と
の
関
連
を
中
心
に
Ｉ
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博
士
後
期
課
程
三
回
生
山
崎
真
純

教
と
を
比
較
し
て
、
浄
土
教
の
優
越
性
を
示
す
書
物
で
あ
る
。

ま
ず
、
善
導
の
念
仏
思
想
を
鑑
み
る
と
、
五
部
九
巻
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い

（
４
）

て
異
な
っ
て
い
る
。
『
観
念
法
門
』
・
『
般
舟
護
．
『
法
事
讓
で
は
念
仏

相
続
、
称
名
相
続
に
よ
る
見
仏
成
就
を
説
い
て
い
る
。
『
往
生
礼
讃
』
で

（
７
）

は
『
文
殊
般
若
経
』
の
引
用
後
に
、
凡
夫
は
観
想
念
仏
よ
り
称
名
を
行
う

こ
と
を
示
し
て
、
行
者
の
「
専
称
名
字
」
に
よ
る
往
生
を
明
確
な
も
の
と

（
８
）

す
る
。
『
観
経
疏
』
で
は
「
称
仏
の
功
」
を
述
べ
、
称
名
こ
そ
が
仏
の
本

意
に
外
な
ら
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
。
ま
た
五
種
の
正
行
こ
そ
浄
土
往
生

の
行
業
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
の
行
業
は
悉
く
雑
行
で
あ
り
、
浄
土
の
行

業
で
は
な
い
と
す
る
。
さ
ら
に
五
正
行
を
助
業
と
区
分
し
て
、
称
名
行
こ

そ
本
願
に
順
ず
る
正
定
業
で
あ
っ
て
、
残
り
の
四
つ
の
正
行
は
、
称
名
行

（
９
）

を
助
成
す
る
行
業
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
。

『
念
仏
鏡
』
で
は
、
「
第
五
校
量
功
徳
門
」
に
お
い
て
、
如
来
の
八

万
四
千
の
法
門
は
念
仏
の
法
門
に
望
め
ば
、
自
余
の
雑
善
は
少
善
根
、
唯

念
仏
一
門
の
み
多
善
根
多
福
徳
で
あ
る
と
し
、
称
名
念
仏
の
超
勝
性
を
示

（
加
）す

。
ま
た
、
「
第
八
誓
願
証
教
門
」
で
は
、
善
導
と
金
剛
に
お
け
る
念

仏
の
勝
劣
の
対
話
を
挙
げ
て
、
称
名
念
仏
に
よ
る
往
生
の
真
実
を
現
証
す

（
、
）る

。
そ
し
て
『
念
仏
鏡
』
の
中
、
経
論
で
多
く
引
用
さ
れ
る
の
は
『
観
無

（
皿
）
（
過
）

量
寿
経
』
・
『
阿
弥
陀
経
』
の
取
意
の
文
で
あ
る
。
『
無
量
寿
経
』
の
文
と

ス
レ
ハ
チ
ス
ニ
（
皿
）

し
て
取
意
で
引
用
さ
れ
る
の
は
、
「
乃
至
一
念
即
生
二
浄
土
こ
の
一
ヶ

所
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
善
導
が
『
無
量
寿
経
』
第
十
八
願
を
根
底
と
し
た

称
名
念
仏
を
打
ち
出
し
た
の
に
対
し
、
『
念
仏
鏡
』
で
は
盛
ん
に
念
仏
の

勝
行
性
を
述
べ
る
。
し
か
し
両
者
は
、
称
名
念
仏
が
阿
弥
陀
仏
に
よ
っ
て

誓
わ
れ
た
行
と
す
る
か
否
か
の
点
に
お
い
て
大
き
く
異
な
る
。
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加
え
て
『
念
仏
鏡
』
で
は
大
行
の
教
説
が
多
く
見
ら
れ
る
。
即
ち
「
第

八
誓
願
証
教
門
」
で
は
、
「
信
憶
称
敬
」
の
四
字
を
も
っ
て
標
語
と
し
、

心
に
深
く
信
じ
、
仏
を
億
念
し
、
口
に
名
号
を
称
し
、
身
に
恭
敬
す
べ
き

（
喝
）

こ
と
が
説
か
れ
る
。
ま
た
善
導
（
道
）
の
教
説
と
し
て
『
念
仏
鏡
』
で
出

て
く
る
の
は
四
箇
所
に
対
し
て
、
大
行
の
教
説
と
し
て
『
念
仏
鏡
』
に
出

て
く
る
の
は
二
箇
所
で
あ
る
。
ま
た
、
「
第
十
釈
衆
疑
惑
門
」
に
お

い
て
、
他
宗
か
ら
念
仏
の
論
難
へ
の
批
判
を
展
開
す
る
際
に
、
「
大
行
和

リ
シ
（
略
）

上
在
日
」
と
し
て
、
他
宗
の
人
々
を
論
破
し
て
、
念
仏
に
帰
依
さ
せ
た

と
の
記
述
が
あ
る
。
『
念
仏
鏡
』
で
は
大
行
の
教
説
を
引
用
す
る
と
共
に
、

大
行
の
事
蹟
を
讃
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
『
念
仏
鏡
』
「
第
三
念
仏
得
益
門
」
で
は
『
善
導
（
道
）
閨

（
Ⅳ
）

梨
集
』
と
し
て
念
仏
の
利
益
論
が
説
か
れ
て
い
る
。
善
導
の
五
部
九
巻
に

お
け
る
利
益
の
記
述
と
比
較
す
る
と
、
『
念
仏
鏡
』
で
引
用
さ
れ
る
『
善

導
（
道
）
闇
梨
集
』
の
二
十
三
種
の
念
仏
利
益
の
内
、
「
三
大
師
護
念

益
」
・
「
十
奉
親
大
雄
益
」
以
外
は
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
善
導
は
、
利
益
を
現
当
に
分
け
て
い
る
の
に
対
し
て
、
『
善
導

（
道
）
闇
梨
集
』
で
は
全
て
羅
列
し
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
観
仏

や
そ
の
他
の
諸
行
の
利
益
も
全
て
念
仏
の
利
益
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い

る
。

以
上
の
こ
と
を
纒
め
る
と
、
『
念
仏
鏡
』
に
は
善
導
の
念
仏
思
想
が
見

受
け
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
大
行
と
い
う
人
物
の
念
仏
思
想
が
強
く
窺
え
た
。

ま
た
善
導
の
利
益
論
と
比
較
し
た
場
合
で
も
、
『
念
仏
鏡
』
で
は
称
名
念

仏
の
利
益
に
特
化
し
す
ぎ
る
余
り
、
善
導
の
思
想
の
影
響
は
見
ら
れ
な
い

と
考
え
る
。
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註（
１
）
『
大
正
蔵
』
巻
三
七
’
二
七
二
ｂ
六
～
八

（
２
）
同
四
七
’
二
七
ａ
一
七
～
一
九
四
四
七
Ｃ
二
四
～
二
五

（
３
）
柴
田
泰
槁
「
中
国
浄
土
教
の
系
譜
」
（
『
印
度
哲
学
仏
教
学
』
第
一

号
所
収
、
一
九
八
六
年
）

（
４
）
『
大
正
蔵
』
巻
四
七
’
二
四
ｂ
五
～
二
四

（
５
）
同
’
四
五
四
ａ
六
～
七

（
６
）
同
’
四
二
八
ａ
一
～
二

（
７
）
同
八
’
七
三
一
ｂ
一
～
五

（
８
）
同
四
七
’
四
三
九
ａ
二
四
～
ｂ
一
四

（
９
）
「
定
善
義
」
（
『
大
正
蔵
』
巻
三
七
’
二
六
七
Ｃ
一
五
～
一
八
）
、

「
散
善
義
」
（
同
’
二
七
六
ｂ
二
九
～
Ｃ
四
、
二
七
八
ａ
二
四
～
二

一
ハ
）

（
的
）
『
大
正
蔵
』
巻
四
七
’
一
二
三
Ｃ
二
一
～
一
二
四
Ｃ
九

（
Ⅱ
）
同
’
一
二
五
Ｃ
二
一
～
二
九

（
岨
）
同
’
一
二
二
ａ
二
七
～
二
八
等
。

（
過
）
同
’
一
二
○
ａ
一
九
～
二
二
等
。

（
Ｍ
）
同
’
一
二
二
ａ
二
九

（
妬
）
同
’
一
二
五
Ｃ
二
九
～
一
二
六
ａ
四

（
賂
）
同
’
一
二
七
Ｃ
一
八
等
。

（
Ⅳ
）
同
’
一
二
三
ａ
四
～
一
六
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親
驚
は
『
教
行
信
証
』
の
「
化
身
士
文
類
」
末
（
以
後
「
外
教
釈
」
と

表
記
）
の
末
尾
に
『
論
語
』
を
引
用
し
て
、
人
は
鬼
神
に
事
え
て
は
な
ら

な
い
と
教
誠
す
る
。
現
代
的
視
点
か
ら
み
る
と
、
外
典
の
説
示
を
仏
教
の

経
論
釈
と
同
等
に
、
肯
定
的
に
扱
う
手
法
は
一
見
理
解
し
難
い
。
親
鴬
が

わ
ざ
わ
ざ
『
論
語
』
を
引
用
し
た
理
由
は
何
だ
っ
た
の
か
。
先
行
研
究
は

そ
の
殆
ど
が
『
論
語
』
引
文
の
訓
み
替
え
に
注
目
し
つ
つ
、
親
萱
が
徹
底

的
に
鬼
神
へ
の
不
帰
依
を
主
張
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
る
。
本

研
究
で
は
「
外
教
釈
」
に
『
論
語
』
が
引
用
さ
れ
た
意
図
に
つ
い
て
、
親

鶯
在
世
時
の
時
代
背
景
、
就
中
「
洛
都
儒
林
」
と
の
関
係
の
中
で
明
ら
か

に
す
る
。

親
鶯
が
生
ま
れ
た
日
野
家
は
代
々
儒
学
を
家
学
と
し
て
継
承
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
親
鶯
は
幼
少
期
よ
り
儒
学
に
対
す
る
知
識
を
有
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
親
鶯
は
儒
教
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る

の
か
。
そ
の
問
題
を
解
き
明
か
す
内
容
が
「
外
教
釈
」
所
引
の
『
弁
正

論
』
に
み
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
「
迦
葉
を
老
子
と
す
、
儒
童
を
孔
子
と

す
」
な
ど
と
示
さ
れ
て
お
り
、
親
鶯
が
孔
子
を
菩
薩
の
化
身
と
し
て
み
て

い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
し
か
し
続
く
引
文
で
、
孔
子
の
教
説
は
仏
道
に
通

じ
る
も
の
だ
が
、
役
割
を
果
た
し
て
既
に
「
邪
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
親
鶯
に
と
っ
て
『
論
語
』
は
ま
ず
仏
教
の
範
晴
で
捉
え
ら

親
鶯
の
『
論
語
』
引
用
に
つ
い
て

真
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研
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一

道

れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
故
に
、
仏
道
に
ル
ー
ツ
を
持
た
な
い

純
粋
な
外
典
と
、
『
論
語
』
と
で
は
親
鶯
の
中
で
明
確
な
相
違
が
あ
っ
た

こ
と
を
ま
ず
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

で
は
、
そ
の
よ
う
な
『
論
語
』
を
敢
え
て
引
用
し
た
親
鶯
の
意
図
と
は

何
か
。
「
外
教
釈
」
は
修
多
羅
に
基
づ
い
て
、
旧
仏
教
を
始
め
と
す
る
中

世
当
時
の
僧
侶
た
ち
が
、
仏
弟
子
で
あ
り
な
が
ら
神
々
を
尊
敬
す
る
態
度

を
批
判
す
る
意
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
仏
弟
子
に
対
す
る
教
誠
が

目
的
で
あ
れ
ば
、
寧
ろ
仏
典
の
方
が
有
効
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
「
外
教

釈
」
で
は
仏
典
に
基
づ
い
て
、
神
々
へ
の
不
帰
依
が
繰
り
返
し
示
さ
れ
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
『
論
語
』
が
用
い
ら
れ
た
背
景
に
は
、
当
時
の
儒

学
者
に
対
し
て
主
張
を
行
う
意
図
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

事
実
、
親
鴬
は
当
時
の
儒
学
者
の
こ
と
に
つ
い
て
「
後
序
」
の
中
で
言

及
す
る
。
そ
こ
で
は
「
興
福
寺
奏
状
」
を
受
け
て
、
天
皇
や
公
卿
が
法
難

を
惹
起
し
た
こ
と
が
明
か
さ
れ
、
こ
こ
に
当
時
の
儒
学
者
た
ち
が
連
座
し

て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

中
世
に
お
い
て
、
天
皇
に
は
学
問
を
教
授
す
る
学
者
と
し
て
「
侍
読
」

が
置
か
れ
、
代
々
儒
家
が
そ
の
責
務
を
担
っ
て
い
た
。
当
時
の
朝
廷
に
仕

え
た
人
物
を
官
職
別
に
明
か
す
『
公
卿
補
任
』
で
は
、
藤
原
親
経
（
二

五
一
‐
一
二
一
○
）
が
式
部
大
輔
等
を
歴
任
し
、
承
元
の
法
難
で
問
題
と

な
っ
た
後
鳥
羽
・
土
御
門
二
朝
の
侍
読
を
務
め
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
儒
学
者
た
ち
は
、
天
皇
に
儒
学
を
教
授
し
、
補
佐

す
る
集
団
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
て
よ
い
。

次
に
、
そ
の
よ
う
な
朝
廷
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
も
つ
「
儒
林
」
と
、

『
論
語
』
引
文
の
関
係
を
考
え
る
際
に
浮
か
び
上
が
る
の
が
、
「
興
福
寺

’
○
八



奏
状
」
の
「
第
五
背
霊
神
矢
」
の
項
目
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
法
然
教
団
の

「
神
祇
不
拝
」
の
態
度
を
徹
底
し
て
批
判
さ
れ
る
。
「
主
上
臣
下
、
法
に

背
き
義
に
違
し
、
盆
り
を
成
し
怨
み
を
結
ぶ
」
と
親
鴬
が
批
判
し
た
よ
う

に
、
奏
状
の
説
を
受
け
て
、
承
元
の
法
難
を
儒
学
者
た
ち
が
後
押
し
し
た

の
で
あ
れ
ば
、
『
論
語
』
引
文
の
内
容
は
、
儒
学
の
立
場
か
ら
み
て
も
、

専
修
念
仏
集
団
の
神
祇
不
拝
が
正
当
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
も
の
で
あ

る
と
理
解
で
き
る
。

さ
ら
に
、
『
論
語
』
引
文
の
意
図
と
し
て
「
儒
林
」
と
の
関
係
で
考
え

ら
れ
る
こ
と
は
、
儒
学
者
た
ち
の
鬼
神
祭
祀
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
。
儒

教
に
お
け
る
「
鬼
神
」
の
位
置
づ
け
は
、
「
死
者
」
と
の
関
係
の
中
で
捉

え
ら
れ
て
き
た
。
実
際
、
親
鶯
も
「
外
教
釈
」
所
引
の
『
天
台
四
教
儀
集

解
』
の
中
で
「
鬼
神
」
を
「
死
者
」
と
関
連
づ
け
て
理
解
す
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
「
鬼
神
に
つ
か
え
て
は
な
ら
な
い
」
と
の
『
論
語
』
の
説
示
は
、

死
者
に
つ
か
え
る
こ
と
を
否
定
す
る
文
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
で

土
御
門
天
皇
な
ど
の
侍
読
を
務
め
た
菅
原
為
長
（
二
五
八
‐
一
二
四

六
）
は
、
『
天
神
講
式
』
と
い
う
書
物
を
編
纂
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。

こ
の
講
式
は
菅
原
道
真
の
霊
を
祀
り
、
神
霊
を
慰
め
、
神
徳
を
蒙
ろ
う
と

す
る
会
式
の
次
第
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
ま
さ
し
く
、
為
長
を
始

め
と
し
て
、
当
時
の
儒
家
た
ち
が
鬼
神
祭
祀
に
積
極
的
に
関
つ
た
事
実
を

示
す
も
の
と
理
解
し
て
い
い
だ
ろ
う
。
親
鶯
は
「
正
像
未
和
讃
」
な
ど
で

も
当
時
の
道
俗
が
鬼
神
祭
祀
を
行
う
様
子
を
批
判
す
る
。
ま
た
、
「
高
僧

和
讃
」
（
源
空
讃
）
か
ら
は
、
「
儒
林
」
が
、
「
釈
門
」
と
と
も
に
、
真
実

の
法
門
へ
入
る
べ
き
存
在
と
し
て
親
鶯
の
中
で
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ

あ
る
。
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と
も
窺
え
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
「
行
に
迷
ひ
て
邪
正
の
道
路
を
弁

ふ
る
こ
と
な
し
」
と
親
鴬
が
「
後
序
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
『
論
語
』
引

文
は
、
彼
ら
の
鬼
神
祭
祀
に
対
す
る
批
判
を
内
包
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

っ
（
》
○

以
上
の
検
討
よ
り
、
親
鴬
の
『
論
語
』
引
文
は
儒
学
者
た
ち
、
或
い
は

天
皇
や
仏
教
徒
を
含
む
当
時
の
知
識
人
に
対
し
て
、
彼
ら
の
鬼
神
祭
祀
の

様
相
を
批
判
し
、
同
時
に
法
然
教
団
の
「
神
祇
不
拝
」
の
正
当
性
を
顕
示

す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
結
論
付
け
ら
れ
る
。一

○
九



【
真
宗
学
専
攻
】

ｏ
真
宗
学
特
殊
研
究

Ａ
・
正
統
・
異
端
の
弁
証
法
（
Ｍ
）
野
村
伸
夫

Ｂ
・
宗
教
生
活
と
世
俗
、
生
命
（
Ｍ
）
野
村
伸
夫

Ａ
・
親
鶯
思
想
へ
の
比
較
宗
教
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
（
Ｍ
）

那
須
英
勝

Ｂ
・
親
鴬
思
想
へ
の
比
較
宗
教
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
（
Ｍ
）

那
須
英
勝

Ａ
・
親
賛
に
お
け
る
「
信
心
獲
得
」
の
思
想
（
Ｍ
・
Ｄ
）

ヒ
ロ
タ
デ
ニ
ス

Ｂ
・
親
鶯
の
生
命
観
と
死
生
観
（
Ｍ
）
鍋
島
直
樹

ｏ
真
宗
教
学
史
特
殊
研
究

Ａ
・
「
行
文
類
」
の
諸
問
題
（
１
）
（
Ｍ
・
Ｄ
）
内
藤
知
康

Ｂ
・
「
行
文
類
」
の
諸
問
題
（
２
）
（
Ｍ
・
Ｄ
）
内
藤
知
康

ｏ
浄
土
教
理
史
特
殊
研
究

Ａ
・
『
釈
浄
土
群
疑
論
』
の
研
究
（
Ｍ
・
Ｄ
）
大
田
利
生

Ｂ
・
『
釈
浄
土
群
疑
論
』
の
研
究
（
Ｍ
・
Ｄ
）
大
田
利
生

Ａ
・
法
然
浄
土
教
の
特
色
を
理
解
す
る
（
Ｍ
・
Ｄ
）
福
原
隆
善

Ｂ
・
法
然
浄
土
教
の
特
色
を
理
解
す
る
（
Ｍ
・
Ｄ
）
福
原
隆
善

ｏ
真
宗
学
演
習

平
成
二
十
四
年
度
真
宗
学
講
義
題
目

『
教
行
信
証
』
の
研
究
（
Ｍ
・
Ｄ
）
林
智
康

ｏ
真
宗
伝
道
学
演
習

真
宗
伝
道
学
の
基
礎
的
研
究
（
Ｍ
）
深
川
宣
暢

ｏ
真
宗
教
学
史
演
習

『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』
（
Ｍ
・
Ｄ
）
龍
溪
章
雄

ｏ
真
宗
教
学
史
演
習

真
宗
教
学
の
諸
問
題
ｌ
真
宗
百
論
題
の
研
究
Ｉ
（
Ｍ
・
Ｄ
）内

藤
知
康

ｏ
浄
土
教
理
史
演
習

『
教
行
証
文
類
』
の
教
理
史
的
研
究
（
続
講
）
（
Ｍ
・
Ｄ
）川

添
泰
信

○
真
宗
学
文
献
研
究

Ａ
・
親
鶯
と
《
無
量
寿
経
》
（
Ｍ
）
ヒ
ロ
タ
デ
ニ
ス

Ｂ
・
親
鶯
著
作
を
英
訳
と
と
も
に
読
む
（
Ｍ
）
ヒ
ロ
タ
デ
ニ
ス

Ａ
・
親
驚
の
消
息
を
読
む
（
Ｍ
）
井
上
善
幸

Ｂ
・
親
驚
の
消
息
を
読
み
取
る
（
Ｍ
）
井
上
善
幸

Ａ
・
親
鶯
の
手
紙
と
『
教
行
信
証
』
の
思
想
（
Ｍ
）
藤
能
成

Ｂ
・
親
鶯
の
手
紙
と
『
教
行
信
証
』
の
思
想
（
Ｍ
）
藤
能
成

Ａ
・
「
行
文
類
」
の
読
解
（
Ｍ
）
殿
内
恒

Ｂ
・
「
行
文
類
」
の
読
解
（
Ｍ
）
殿
内
恒

Ａ
・
親
鴬
思
想
に
お
け
る
信
の
研
究
（
Ｍ
）
玉
木
興
慈

Ｂ
・
親
鶯
思
想
に
お
け
る
信
の
研
究
（
Ｍ
）
玉
木
興
慈

Ａ
・
『
六
要
紗
』
の
研
究
（
上
）
（
Ｍ
）
武
田
晋

Ｂ
・
『
六
要
紗
』
の
研
究
（
下
）
（
Ｍ
）
武
田
晋

一

一

○



実
践
真
宗
学
研
究
科

〈
基
礎
研
究
科
目
〉

・
実
践
真
宗
学
総
合
演
習
Ｉ

㈱
実
践
真
宗
学
の
分
野
と
方
法

鍋
島
直
樹
・
葛
野
洋
明
・
貴
島
信
行
・
田
畑
正
久
・
早
島
理

㈹
実
践
真
宗
学
の
分
野
と
方
法

田
畑
正
久
・
葛
野
洋
明
・
貴
島
信
行
・
鍋
島
直
樹
・
早
島
理

・
実
践
真
宗
学
総
合
演
習
Ⅱ

例
実
践
真
宗
学
の
分
野
と
方
法

鍋
島
直
樹
・
葛
野
洋
明
・
貴
島
信
行
・
田
畑
正
久
・
早
島
理

㈹
実
践
真
宗
学
の
分
野
と
方
法

田
畑
正
久
・
葛
野
洋
明
・
貴
島
信
行
・
鍋
島
直
樹
・
早
島
理

Ｏ
実
践
真
宗
学
研
究
実
践
真
宗
学
の
基
礎
的
研
究
深
川
宣
暢

・
真
宗
教
義
学
研
究
真
宗
教
義
内
藤
知
康

Ｏ
現
代
宗
教
論
研
究
宗
教
多
元
主
義

ｌ
浄
土
教
に
お
け
る
宗
教
の
教
学
Ｉ
高
田
信
良

Ａ
・
『
教
行
信
証
』
「
信
巻
」
の
思
想
Ｉ
（
Ｍ
）
鍋
島
直
樹

Ｂ
・
『
教
行
信
証
』
「
信
巻
」
の
思
想
Ⅱ
（
Ｍ
）
鍋
島
直
樹

ｏ
伝
道
学
特
殊
研
究

Ａ
・
真
宗
伝
道
学
の
基
礎
的
研
究
と
ハ
ワ
イ
伝
道
の
実
践
的

研
究
（
Ｍ
）
川
添
泰
信

Ｂ
・
真
宗
伝
道
学
の
基
礎
的
研
究
と
ハ
ワ
イ
伝
道
の
実
践
的

研
究
（
Ｍ
）
川
添
泰
信

〈
専
門
研
究
科
目
（
宗
教
実
践
活
動
分
野
）
〉

ｏ
布
教
伝
道
論
研
究
真
宗
の
伝
道
に
お
け
る
基
本
的
理
解
と
実
践

貴
島
信
行

ｏ
組
織
活
動
論
研
究
寺
院
活
動
の
基
本
三
上
章
道

ｏ
情
報
メ
デ
ィ
ア
論
研
究
宗
教
と
情
報
メ
デ
ィ
ア
宮
本
義
宣

ｏ
文
書
活
動
論
研
究
西
義
人

。
都
市
開
教
論
研
究
都
市
に
お
け
る
浄
土
真
宗
の
伝
道
実
践西

原
祐
治

○
宗
教
儀
礼
論
研
究
宗
教
儀
礼
の
諸
相
と
意
義
小
野
真

Ｏ
寺
院
活
動
論
研
究
善
井
信
明

ｏ
宗
教
法
人
運
営
論
研
究

ｏ
大
乗
仏
教
論
研
究
エ
ン
ゲ
ー
ジ
ド
・
ブ
ッ
デ
ィ
ズ
ム
（
社
会
参

加
型
の
仏
教
）
の
可
能
性
に
向
か
っ
て
桂
紹
隆

ｏ
浄
土
教
思
想
論
研
究
浄
土
教
理
史
の
基
本
的
研
究
川
添
泰
信

ｏ
現
代
社
会
論
研
究
現
代
社
会
と
宗
教
亀
山
佳
明

ｏ
宗
教
心
理
学
研
究
宗
教
多
元
主
義

ｌ
宗
教
経
験
の
諸
相
Ｉ
高
田
信
良

○
宗
教
教
育
学
研
究
宗
教
と
人
間
形
成
海
谷
則
之

Ｏ
仏
教
伝
道
史
研
究
ア
ジ
ア
仏
教
の
近
現
代
史
の
学
び
か
ら
伝
道

の
課
題
を
考
え
る

藤
本
信
隆

ｏ
真
宗
伝
道
史
研
究
浄
土
真
宗
と
伝
道
林
智
康

ｏ
真
宗
教
団
論
研
究
真
宗
教
団
の
存
在
意
義
龍
溪
章
雄

ｏ
倫
理
学
研
究
現
代
倫
理
学
入
門
松
尾
宣
昭

一
一
一



Ｐ
Ｉ
Ｆ
で
』
、
，
司
一
一
口
一
Ｌ
Ｏ
－
Ｆ

Ａ
・
マ
ス
コ
ミ
に
お
け
る
宗
教
情
報
の
研
究

ｌ
新
聞
情
報
を
中
心
に
Ｉ
深
川
宣
暢

Ｂ
・
宗
教
実
践
活
動
の
理
論
と
方
法

ｌ
国
際
伝
道
か
ら
窺
う
現
代
に
お
け
る
伝
道
研
究
ｌ葛

野
洋
明

Ｃ
・
真
宗
と
西
洋
の
出
会
い
ヒ
ロ
タ
デ
ニ
ス

Ｄ
・
本
願
寺
教
団
の
近
代
化
と
教
団
改
革
論
中
西
直
樹

Ｅ
・
浄
土
真
宗
寺
院
の
活
動
大
谷
光
淳

Ｆ
・
言
語
表
現
ス
キ
ル
の
獲
得
（
音
声
表
現
・
活
字
表
現
）仲

山
豊
秋

Ｈ
・
真
宗
伝
道
学
の
基
礎
的
研
究
と
ハ
ワ
イ
伝
道
の
実
践
的
研
究

川
添
泰
信

Ｉ
・
真
宗
伝
道
学
の
基
礎
的
研
究
と
ハ
ワ
イ
伝
道
の
実
践
的
研
究

川
添
泰
信

ｏ
宗
教
実
践
演
習
１

Ａ
・
親
鶯
教
義
の
理
解

ｌ
何
を
聞
き
何
を
伝
え
る
の
か
Ｉ
鍋
島
直
樹

Ｂ
・
『
歎
異
抄
』
に
み
ら
れ
る
真
宗
伝
道
の
実
践
と
課
題

貴
島
信
行

Ｃ
・
国
内
外
の
布
教
伝
道
の
実
践
的
側
面
に
関
す
る
課
題
と
そ

の
研
究
葛
野
洋
明

ＩＩ

ｏ
宗
教
実
践
特
殊
研
究

Ａ
・
マ
ス
コ
ミ
に

Ｉ
現
代
社
会
に
お
け
る
宗
教
法
人
運
営
の
基
礎
研
究

『

’

山
口
卓

保
漉
祐
尚

〈
専
門
研
究
科
目
（
社
会
実
践
活
動
分
野
）
〉

○
真
宗
人
間
論
研
究
真
宗
の
人
間
観

○
生
命
倫
理
論
研
究
生
命
倫
理
・
倫
理
・
宗
教

Ｂ
・
法
座
伝
道
に
お
け
る
実
践
方
法
貴
島
信
行

Ｃ
・
布
教
伝
道
の
実
践
的
側
面
を
取
り
上
げ
、
国
内
外
の
宗
教

実
践
の
課
題
に
関
す
る
研
究
指
導
を
行
う

葛
野
洋
明

ｏ
宗
教
実
践
実
習

Ａ
・
真
宗
伝
道
の
実
際
深
川
宣
暢

Ｂ
・
真
宗
と
布
教
・
寺
院
活
動
清
岡
隆
文

Ｃ
・
各
自
の
研
究
テ
ー
マ
に
即
し
た
実
習
を
行
う
。
そ
の
た
め

に
綿
密
な
実
習
の
計
画
を
立
て
る
。
実
施
し
て
報
告
を
発

表
し
、
全
体
討
議
を
通
し
て
研
究
を
深
め
る
。
葛
野
洋
明

○
宗
教
実
践
演
習
Ⅲ

Ａ
・
真
宗
伝
道
の
実
践
的
研
究
深
川
宣
暢

Ｂ
・
宗
教
実
践
の
現
状
と
展
望
清
岡
隆
文

Ｃ
・
国
内
外
の
宗
教
実
践
の
課
題
を
通
し
て
、
布
教
伝
道
の
実

践
的
側
面
を
取
り
上
げ
、
各
自
の
研
究
テ
ー
マ
が
高
い
学

術
性
を
も
っ
た
研
究
成
果
と
な
る
よ
う
指
導
を
行
う葛

野
洋
明

ｏ
真
宗
人
間
論
研
究
真
宗
の
人
間
観
内
藤
知
康

ｏ
宗
教
実
践
演
習
Ⅱ

Ａ
・
真
宗
伝
道
に
つ
な
が
る
親
篭
の
死
生
観
と
人
間
観
の
研
究

一
一
一
一

内
藤
知
康

早
島
理

鍋
島

直
樹

信
行



ｏ
共
生
論
研
究
宗
教
と
共
生
的
環
境
創
生
土
屋
和
三

○
人
権
・
平
和
論
研
究
仏
教
に
お
け
る
人
権
論
と
平
和
論
の
可
能
性

杉
岡
孝
紀

Ｏ
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
論
研
究
親
鶯
思
想
を
基
盤
と
し
た
ビ
ハ
ー
ラ
活
動

鍋
島
直
樹

ｏ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
論
研
究
宗
教
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
援
助
技
術

友
久
久
雄

ｏ
生
涯
学
習
論
研
究
寺
院
と
学
習
活
動
持
田
良
和

。
臨
床
心
理
学
研
究
臨
床
心
理
学
の
理
解
と
実
践
上
の
基
本
問
題

森
田
喜
治

○
発
達
心
理
学
研
究
人
間
と
成
長
・
発
達
の
諸
問
題
滋
野
井
一
博

ｏ
人
格
心
理
学
研
究
人
格
変
容
の
問
題
と
宗
教
吉
川
悟

○
矯
正
論
研
究
刑
事
施
設
に
お
け
る
犯
罪
者
の
社
会
復
帰
石
塚
伸
一

ｏ
社
会
福
祉
論
研
究
社
会
福
祉
の
現
状
理
解
と
社
会
福
祉
論
の
検
討

清
水
教
恵

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
論
研
究
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ

と
宗
教
古
川
秀
夫

ｏ
こ
ど
も
社
会
学
研
究
持
田
良
和

○
社
会
実
践
特
殊
研
究

Ａ
・
近
代
仏
教
の
社
会
実
践
運
動
龍
溪
章
雄

Ｂ
・
生
老
病
死
と
終
末
期
医
療
早
島
理

Ｃ
・
真
宗
と
正
義

Ｉ
西
洋
と
の
比
較
の
観
点
か
ら
考
え
る
Ｉ
ヒ
ロ
タ
デ
ニ
ス

Ｄ
・
日
本
人
の
宗
教
性
と
真
宗
の
信
仰
金
児
曉
嗣

文
学
部
真
宗
学
科

・
真
宗
学
概
論
Ａ
林
智
康

・
真
宗
学
概
論
Ａ
浄
土
真
宗
の
体
系
と
実
践
深
川
宣
暢

・
浄
土
教
理
史
浄
土
三
部
経
お
よ
び
七
高
僧
の
浄
土
教
理
の
展
開

川
添
泰
信

Ｏ
浄
土
教
理
史
浄
土
三
部
経
お
よ
び
七
高
僧
の
浄
土
教
の
展
開

Ｅ
・
社
会
の
諸
問
題
と
仏
教
の
現
代
的
意
義

Ｆ
・
現
代
社
会
に
対
応
す
る
寺
院
の
実
践
活
動

Ｇ
・
福
祉
実
践
の
た
め
の
理
論
研
究

ｏ
社
会
実
践
演
習
１

Ａ
・
社
会
実
践
に
つ
い
て

Ｂ
・
仏
教
思
想
と
生
命
倫
理
Ｉ

Ｃ
社
会
実
践
演
習
Ⅱ

Ａ
・
実
習
に
向
け
て

Ｂ
・
仏
教
思
想
と
生
命
倫
理
Ⅱ

ｏ
社
会
実
践
実
習

Ａ
・
実
習
に
向
け
て
の
検
討
・
討
議

Ｂ
・
ビ
ハ
ー
ラ
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

ｏ
社
会
実
践
演
習
Ⅲ

Ａ
・
修
士
論
文
及
び
報
告
書
の
作
成

Ｂ
・
ビ
ハ
ー
ラ
実
践
活
動

ｏ
布
教
使
課
程
科
目

ｏ
真
宗
教
団
活
動
論
布
教
使
資
格
に
関
す
る
諸
講
義

一
一
一
一
一

田
中

高
橋

長
崎

義
本
弘
導

田
畑
正
久

吾
勝
常
行

田
畑
正
久

早
島
理

田
畑
正
久

早
島
理

田
畑
正
久

吾
勝
常
行

教
照

卓
志

陽
子



井
上
見
淳

ｏ
真
宗
教
学
史
親
驚
思
想
（
真
宗
教
義
）
解
釈
史
の
批
判
的
概
説

龍
溪
章
雄

ｏ
浄
土
教
聖
典
学
概
論
浄
土
教
聖
典
の
成
立
と
展
開
河
智
義
邦

○
真
宗
聖
典
学
概
論
親
鶯
・
覚
如
・
存
覚
・
蓮
如
の
説
き
示
し
た

教
え

貫
名
讓

。
浄
土
教
概
論
法
然
門
下
の
浄
土
教
を
中
心
と
し
て
武
田
晋

ｏ
真
宗
伝
道
学
浄
土
真
宗
は
、
現
代
人
の
苦
悩
と
問
い
に
ど
う
応

え
る
の
か
？
藤
能
成

ｏ
比
較
思
想
論
親
鶯
思
想
へ
の
比
較
思
想
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ那

須
英
勝

ｏ
教
理
史
特
殊
講
義

Ａ
佐
々
木
義
英

Ｂ
・
東
ア
ジ
ア
の
浄
土
教
信
仰
と
日
本
人
の
宗
教
性

グ
ラ
ン
バ
ッ
ク
リ
サ
ア
ン

○
教
学
史
特
殊
講
義

Ａ
・
覚
如
教
学
の
研
究
原
田
哲
了

Ｂ
・
教
学
史
に
お
け
る
伝
道
長
岡
岳
澄

ｏ
教
義
学
特
殊
講
義

Ａ
・
親
鶯
の
人
間
観
と
救
済
観

ｌ
悲
し
み
の
世
界
に
寄
り
添
う
ｌ

鍋
島
直
樹

Ｂ
・
親
驚
の
教
導
者
観
の
諸
問
題
黒
田
義
道

Ｃ
・
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
論
打
本
未
来

○
伝
道
学
特
殊
講
義

Ａ
・
医
療
・
看
護
・
福
祉
の
領
域
で
仏
教
の
救
い
は
ど
う
実
現

す
る
か
田
畑
正
久

Ｂ
・
私
と
世
界
早
島
理

Ｏ
教
理
史
講
読

Ａ
・
講
読
安
楽
集
龍
口
恭
子

Ｂ
・
『
西
方
指
南
抄
』
を
読
む
清
水
谷
正
尊

Ｃ
・
『
往
生
論
註
』
を
読
む
溪
英
俊

Ｏ
教
学
史
講
読

Ａ
・
『
御
文
章
』
の
講
読
岩
田
真
美

Ｂ
・
『
蓮
如
上
人
御
一
代
記
聞
害
』
の
講
読
能
美
潤
史

Ｏ
教
義
学
講
読

Ａ
・
『
教
行
信
証
』
上
、
「
教
巻
・
行
巻
・
信
巻
」
佐
々
木
覚
爾

Ｂ
・

普
賢
保
之

Ｃ
・
『
一
念
多
念
文
意
』
を
読
む
長
岡
岳
澄

Ｄ
・
三
帖
和
讃
を
読
む
滕
憲
之

Ｅ
・
『
尊
号
真
像
銘
文
』
を
読
む
岡
崎
秀
麿

ｏ
伝
道
学
講
読

Ａ
・
口
伝
紗
を
読
む
藤
丸
智
雄

Ｂ
・
『
御
伝
紗
』
を
読
む
貴
島
信
行

Ｃ
・
親
鶯
聖
人
御
消
息
に
学
ぶ
武
田
一
真

○
真
宗
学
講
読
（
Ａ
）
口
伝
紗
を
読
む
藤
丸
智
雄

○
真
宗
学
基
礎
演
習
Ｉ
伺
・
㈹
・
㈲
・
脚
・
㈱
真
宗
入
門

那
須
英
勝
・
高
田
文
英
・
井
上
見
淳
・
武
田
晋
・
岩
田
真
美

ｏ
真
宗
学
基
礎
演
習
Ⅱ
㈱
・
㈹
・
㈲
・
㈲
・
㈱
「
正
信
念
仏
偶
」
を
学
ぶ

一

一

四



高
田
文
英
・
那
須
英
勝
・
杉
岡
孝
紀
・
井
上
見
淳
・
藤
能
成

ｏ
教
理
史
演
習
Ｉ

例
『
無
量
寿
経
』
を
読
み
解
く

ｌ
浄
土
教
理
史
の
原
点
の
探
究
Ｉ
龍
溪
章
雄

㈹
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
を
読
む
杉
岡
孝
紀

ｏ
教
学
史
演
習
Ｉ

㈱
『
歎
異
抄
』
を
読
む
内
藤
知
康

㈹
蓮
如
上
人
の
『
御
文
章
』
を
読
む
武
田
晋

○
教
義
学
演
習
Ｉ

例
親
鶯
聖
人
の
御
消
息
（
書
簡
）
林
智
康

价
親
鶯
教
義
の
普
遍
性
と
特
殊
性
那
須
英
勝

ｏ
卒
業
論
文
（
教
理
史
演
習
Ⅱ
）

例
真
宗
学
の
諸
問
題

㈹
法
然
教
義
と
親
鶯
教
義

○
卒
業
論
文
（
教
学
史
演
習
Ⅱ
）

ｏ
伝
道
学
演
習
Ｉ

例
蓮
如
上
人
の
教
学
と
伝
道

㈹

○
卒
業
論
文
（
教
義
学
演
習
Ⅱ
）

例
真
宗
伝
道
の
基
礎
的
研
究

㈹
真
宗
伝
道
学
の
研
究
嵩
満
也

㈲
親
鴬
と
蓮
如
の
書
物
を
通
し
て
生
き
方
を
学
ぶ

㈱
親
鶯
教
義
の
基
礎
的
研
究

林
智
康

井
上
善
幸

龍
溪
章
雄

高
田
文
英

深
川
宣
暢

玉
木
興
慈

川
添
泰
信

㈹
親
鶯
思
想
と
現
代
世
界
ｌ
真
実
の
探
求

ｏ
卒
業
論
文
（
伝
道
学
演
習
Ⅱ
）

㈱
浄
土
真
宗
に
関
す
る
諸
問
題

㈹
現
代
社
会
に
お
け
る
浄
土
真
宗
の
伝

Ｏ
真
宗
学
概
論
Ｂ
真
宗
を
学
問
と
し
て
学
ぶ

○
布
教
伝
道
論

Ｉ
浄
土
真
宗
に
お
け
る
布
教
伝
道
の
基
礎
と
諸
相

Ⅱ
浄
土
真
宗
に
お
け
る
布
教
伝
道
の
理
論
と
実
際

○
真
宗
教
団
史

ｏ
自
然
系
講
義
科
学
の
ひ
ろ
ば

一

一

五

葛
野

貴
島

三
浦

土
屋

殿
内

道
藤

玉
木

鍋
島
直
樹

洋
明

信
行

真
証

和
三

興能
慈成慣



大
学
院
修
士
論
文

曇
鶯
と
華
厳
思
想
土
井
慶
造

曇
鶯
教
学
に
お
け
る
空
思
想
の
研
究
長
宗
博
之

ｌ
特
に
僧
肇
の
二
諦
論
理
の
受
容
と
展
開
ｌ

親
鶯
と
聖
覚
の
研
究
西
河
唯

ｌ
そ
の
浄
土
教
思
想
の
受
容
と
展
開
に
つ
い
て
ｌ

親
鶯
に
お
け
る
菩
提
心
理
解
に
つ
い
て
軌
保
順
教

親
鶯
に
お
け
る
末
法
思
想
の
意
義
松
並
照
樹

目
富
卑
８
凋
昌
○
国
具
讐
冒
団
呂
号
尉
冒
冒
○
冨
国
①
の
①
王
仁
興

親
鶯
教
学
に
お
け
る
現
生
正
定
聚
の
意
義
藤
原
ワ
ン
ド
ラ
睦

ｌ
北
米
開
教
区
に
お
け
る
布
教
活
動
経
験
に
も
と
づ
い
て
ｌ

武
内
義
範
の
三
願
転
入
に
つ
い
て
本
山
成
郎

宗
祖
教
義
に
お
け
る
無
明
義
の
考
察
楠
誓
祐

親
鶯
浄
土
教
と
ぐ
．
因
．
フ
ラ
ン
ク
ル
に
お
け
る
「
転
機
」
の
考
察橋

口
洋

ｌ
危
機
転
換
の
視
点
か
ら
親
鶯
浄
土
教
を
現
代
へ
向
け
て
語
り

な
お
す
試
み
ｌ

道
緯
に
お
け
る
聖
浄
二
門
判
の
受
容
と
展
開
熊
谷
了
淳

論
文
題
目

平
成
二
十
三
年
度
真
宗
学
修
士
論
文
・
卒
業
論
文
題
目
一
覧

姓
名

実
践
真
宗
学
修
士
論
文

貧
困
と
痛
み
に
寄
り
添
う
宗
教
岩
田
彰
亮

伝
道
に
お
け
る
「
御
文
章
」
の
意
義
辛
嶋
祐
信

浄
土
真
宗
伝
道
に
お
け
る
人
間
関
係
の
研
究
楠
正
照

現
代
の
文
芸
に
み
る
宗
教
性
の
研
究
小
松
正
宣

真
宗
に
お
け
る
法
話
伝
道
の
研
究
椙
俊
道

寺
院
活
動
の
可
能
性
龍
尾
崇

現
代
真
宗
実
践
論
研
究
丹
宮
教
信

真
宗
に
お
け
る
教
謁
の
研
究
禿
川
尊
法

障
が
い
者
に
対
す
る
真
宗
伝
道
の
あ
り
方
内
藤
良
誠

仏
教
と
差
別
仲
尾
萌
恵

ｌ
同
朋
運
動
と
イ
ン
ド
仏
教
復
興
運
動
の
交
流
と
展
開
ｌ

宗
教
教
育
の
研
究
中
山
光
信

ｌ
「
浄
土
真
宗
関
係
学
校
宗
教
科
教
員
聞
き
取
り
調
査
」
を

通
し
て
ｌ

現
代
に
お
け
る
実
践
伝
道
研
究
永
田
弘
彰

親
鴬
に
お
け
る
善
悪
に
つ
い
て

信
願
論
の
研
究

善
讓
師
に
お
け
る
大
行
論
の
一
考
察

一
一
一
ハ

讃谷佐
井 藤

實明
亮照功



文
学
部
真
宗
学
科
卒
業
論
文

慈
悲
に
つ
い
て
の
一
考
察

ｌ
衆
生
に
お
け
る
慈
悲
の
か
た
ち
Ｉ

浄
土
真
宗
の
教
え
に
生
き
る
と
は
原
大
法

ｌ
妙
好
人
を
中
心
と
し
て
ｌ

宗
教
教
育
の
研
究
原
田
弘
道

ｌ
仏
教
保
育
を
中
心
に
ｌ

現
代
に
お
け
る
伝
道
平
野
将
庸

ｌ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
伝
道
の
可
能
性
と
課
題
ｌ

自
死
問
題
と
仏
教
者
の
役
割
廣
谷
ゆ
み
子

浄
土
真
宗
の
僧
侶
に
お
け
る
社
会
的
役
割
深
川
行
暢

ｌ
ビ
ハ
ー
ラ
に
学
ぶ
ｌ

医
療
・
看
護
・
介
護
に
携
わ
る
人
に
仏
教
・
真
宗
を
ど
の
よ
う
に
伝

え
て
い
く
か
松
谷
教
生

女
性
と
仏
教
井
上
啓
子

Ｉ
Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
の
現
場
か
ら
ｌ

蓮
如
に
学
ぶ
岡
本
隆
英

ｌ
『
御
文
章
』
を
読
む
ｌ

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築
川
端
勝

ｌ
願
い
が
息
づ
く
共
同
体

臨
床
現
場
に
お
け
る
仏
教
ア
ー
ト
ケ
ア
の
意
味
筑
後
朋
友

断
酒
会
活
動
に
お
け
る
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ

丸
田
和
夫

ｌ
私
の
課
題
と
念
仏
の
い
た
だ
き
Ｉ

浅
野
真
弥

六
字
釈
の
一
考
察

親
鴬
聖
人
に
お
け
る
地
獄
理
解

節
談
説
教
に
つ
い
て

親
驚
の
信
心
と
念
仏
に
つ
い
て

’
六
字
釈
を
中
心
に
ｌ

親
鴬
の
臨
終
観

ｌ
源
信
・
法
然
と
比
較
し
て
ｌ

浄
土
真
宗
と
ビ
ハ
ー
ラ
の
可
能
性

真
宗
信
心
の
現
代
的
意
義

現
代
に
お
け
る
宗
教
の
意
義

ｌ
浄
土
真
宗
を
め
ぐ
る
課
題
を
中
心
と
し
て
ｌ

親
鶯
の
人
間
観
に
つ
い
て

ｌ
曇
鶯
・
善
導
・
法
然
の
人
間
観
と
の
比
較
Ｉ

悪
人
正
機
説
か
ら
見
る
他
宗
教
の
善
と
悪
の
倫
理
観

『
親
鶯
聖
人
御
消
息
』
第
六
通
か
ら
み
る
現
代
の
伝
道

親
鶯
の
同
朋
精
神
と
現
代
社
会

真
宗
に
お
け
る
葬
儀
観

本
願
寺
教
団
の
東
西
分
派
に
つ
い
て

七
高
僧
と
聖
徳
太
子

ｌ
真
宗
の
祖
師
観
形
成
の
一
考
察
ｌ

善
驚
の
義
絶
に
つ
い
て

現
代
人
と
宗
教

ｌ
仏
教
・
真
宗
の
在
り
方
ｌ

真
宗
と
現
代
人
の
人
間
観

一

一

七

上
野
翔
三

占
部
清
子

岩
男

岩
尾

岩
田

上
田

上
田

上
田

井
上
翔
司

伊
藤

稲
葉

稲
葉

市
野
覚
生

安
藤

池
西

池
本

石
井

大
島
理
恵

恭翔智 利真
成平士恒章智

明
子

陽
香

亮
介

真史由
章雅湖愛



法
然
と
親
鶯
の
他
力
念
仏
思
想
岡
悠
樹

七
祖
教
学
を
背
景
と
す
る
親
鶯
の
思
想
岡
野
悠
一

真
宗
荘
厳
の
未
来
像
岡
部
香

ｌ
真
宗
各
派
を
比
較
し
て
ｌ

ビ
ハ
ー
ラ
の
重
要
性
と
こ
れ
か
ら

奥
田
彩
花

現
代
社
会
と
浄
土
真
宗
奥
田
縁

ｌ
現
代
社
会
に
お
け
る
浄
土
真
宗
の
存
在
意
義
ｌ

親
鶯
の
他
力
思
想
の
一
考
察
小
椋
厚
太

真
宗
か
ら
み
た
死
刑
制
度
の
一
考
察
小
原
顕
真

浄
土
真
宗
に
お
け
る
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
の
考
察
片
山
京
子

法
然
上
人
門
下
に
つ
い
て
の
一
考
察
金
田
隆
寛

ｌ
聖
覚
・
隆
寛
両
師
を
中
心
に
ｌ

『
歎
異
抄
』
に
見
ら
れ
る
親
鶯
思
想
の
一
考
察
亀
原
渉
海

家
族
と
親
鶯
河
本
麻
由

ｌ
親
子
と
し
て
見
る
親
鶯
と
善
鶯
ｌ

親
鶯
の
往
生
思
想
帰
依
龍
馬

ｌ
現
生
正
定
聚
を
中
心
に
ｌ

親
驚
聖
人
と
現
代
岸
本
美
香

親
鶯
聖
人
の
人
間
観
喜
多
村
奏

ｌ
わ
た
し
に
お
け
る
、
そ
の
意
味
に
つ
い
て
。
ｌ

蓮
如
上
人
の
研
究
北
村
貴
司

現
代
社
会
に
お
け
る
伝
道
の
在
り
方
に
つ
い
て
木
田
悠
斗

悪
人
正
機
の
研
究
木
村
香
樹

ｌ
法
然
上
人
と
親
鶯
聖
人
の
「
悪
人
正
機
」
の
理
解
と
比
較
Ｉ

真
宗
教
団
と
社
会
問
題

親
鶯
の
訓
読
理
解

現
代
に
お
け
る
伝
道
の
課
題
と
そ
の
意
義

浄
土
真
宗
と
人
々
の
心
の
救
済

ｌ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
し
て
の
親
鶯
の
教
え
ｌ

親
鶯
と
蓮
如
に
お
け
る
救
い

真
宗
伝
道
に
お
け
る
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
の
可
能
性

浄
土
真
宗
に
お
け
る
戦
時
教
学

葬
式
に
お
け
る
真
宗
伝
道
の
可
能
性

真
宗
と
医
療
の
一
考
察

仏
教
の
死
生
観
か
ら
み
る
現
代
に
お
け
る
死
の
受
容

現
代
に
お
け
る
真
宗
伝
道
の
意
義

真
慧
上
人
の
念
仏
観

法
然
か
ら
親
鶯
へ
の
一
考
察

親
鶯
の
生
死
観

仏
教
讃
歌
の
意
義

ｌ
浄
土
真
宗
に
お
け
る
仏
教
讃
歌
の
必
要
性
ｌ

現
代
に
お
け
る
浄
土
真
宗
の
可
能
性

ｌ
自
死
の
問
題
を
通
し
て
ｌ

真
宗
の
死
生
観

ｌ
幸
福
な
死
を
迎
え
る
た
め
の
準
備
教
育
ｌ

こ
れ
か
ら
の
浄
土
真
宗
の
伝
道

親
鶯
の
生
死
に
関
す
る
一
考
察

現
代
に
お
け
る
親
鶯
思
想
の
意
義

一

一

八

作
田
尚
恵

佐
々
木
亜
希
子

佐
々
木
順
悟

佐
々
木
祐
成

佐
藤
弘
樹

眞
岡
陽
明

椎
葉
良
覚

塩
崎
脩
平

篠
原
法
樹

島
昴
大

清
水
智
啓

鈴
木
楓

鈴
木
達
也

瀬
戸
鴫
涼

鈴
木
恵
海

下
野
洋
資

桑
原

河
野

河
野

鷺
村

智恵弘孝
祥憲貴尚



ｌ
現
代
の
死
生
観
を
巡
っ
て
ｌ

他
力
本
願
と
そ
の
誤
解
に
つ
い
て

他
利
利
他
の
深
義
と
三
一
問
答
か
ら
見
る
親
驚
の
信
心
観

ビ
ハ
ー
ラ
活
動
の
一
考
察

ｌ
仏
教
寺
院
の
本
来
の
役
割
に
つ
い
て
ｌ

現
代
人
の
宗
教
観
と
死
生
観

真
宗
と
同
和
問
題

中
世
の
社
会
と
浄
土
真
宗

ｌ
一
向
一
撲
を
中
心
と
し
て
ｌ

浄
土
真
宗
と
落
語

宗
教
と
科
学

ｌ
真
宗
に
お
け
る
伝
道
の
意
味
ｌ

蓮
如
上
人
の
研
究

真
宗
に
お
け
る
現
世
利
益
の
一
考
察

現
代
社
会
に
お
け
る
真
宗
伝
道
の
一
考
察

真
宗
信
仰
と
日
常
生
活

顕
如
上
人
の
研
究

親
驚
に
お
け
る
伝
道

真
宗
に
お
け
る
阿
弥
陀
仏
像
の
成
立
史
的
考
察

親
鴬
聖
人
と
真
仏
に
お
け
る
往
生
思
想

浄
土
教
美
術
に
み
る
本
尊
の
展
開

信
心
と
救
済
，
今
を
生
き
る
人
間
の
救
済

自
死
の
宗
教
的
解
釈

現
代
人
の
死
生
観
と
浄
土
真
宗

田
中
宗

田
中
法
雨

田
中
基
裕

田
中
雄
大

照
嶌
多
間

徳
澤
祐
真

徳
留
真
由
美

戸
田
栄
信

富
園
健
太

冨
田
晃
佑

朋
澤
融
智

高
村
悠

武
田
貴
往

高
橋
香
織

高
橋
ひ
か
り

高
松
妙
華

高
城

高
倉

高
田

唯了了
依法悟

デ
ザ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
視
点
か
ら
考
え
る
真
宗
伝
道
の

可
能
性
中
奥
沙
希

親
鶯
と
現
代
中
谷
太

現
代
に
お
け
る
伝
道
仲
邑
祥

ｌ
真
宗
僧
侶
の
在
り
方
に
つ
い
て
ｌ

現
代
に
お
け
る
浄
土
の
意
義
中
山
信
知

悪
人
正
機
説
の
考
察
中
山
教
昭

ｌ
そ
の
誤
解
と
理
解
ｌ

親
鴬
の
信
心
決
定
と
教
義
の
伝
承
溪
了
悟

親
鷲
聖
人
の
人
間
観
梨
本
雄
哉

ｌ
衆
生
往
生
の
大
乗
仏
教
的
根
拠
に
関
わ
る
一
考
察
ｌ

真
宗
教
義
と
キ
リ
ス
ト
教
西
唯
顕

ｌ
ル
タ
ー
と
の
比
較
を
中
心
と
し
て
ｌ

歎
異
抄
と
現
代
社
会
の
諸
問
題
西
田
暢
子

浄
土
真
宗
の
宗
教
体
制
と
経
営
西
堀
沙
奈
美

浄
土
真
宗
に
お
け
る
宗
教
教
育
西
村
武
大

親
驚
の
死
生
観
か
ら
み
た
く
い
の
ち
〉
の
問
題
能
口
祥
子

親
鶯
像
を
め
ぐ
っ
て
灰
谷
慎
平

真
宗
に
お
け
る
現
代
仏
教
音
楽
萩
原
聡

ｌ
大
前
哲
「
交
響
讃
歌
《
親
驚
》
」
を
中
心
に
ｌ

「
信
心
正
因
」
と
「
称
名
報
恩
」
の
問
題
萩
山
教
俊

蓮
如
上
人
の
伝
道
に
つ
い
て
橋
本
正
源

悪
人
正
機
の
思
想
か
ら
学
ぶ
真
宗
に
お
け
る
善
悪
の
考
察
柱
松
啓
史

親
鴬
に
お
け
る
人
間
観
長
谷
川
向
真

一

一

九



親
鴬
の
墨
蹟
服
部
雅

ｌ
そ
の
変
遷
と
真
蹟
名
号
の
力
ｌ

瞑
想
と
三
昧
と
親
鶯
林
惟
彰
コ
ズ
モ

親
鶯
に
お
け
る
信
心
獲
得
と
そ
の
展
開
早
間
文
融

親
鶯
消
息
の
研
究
伴
建
太
朗

ピ
ハ
ー
ラ
に
つ
い
て
の
一
考
察
日
野
恭
道

親
鴬
の
人
間
観
と
善
悪
福
田
晶

親
鴬
聖
人
の
倫
理
観
藤
敬
信

今
様
と
和
讃
の
近
縁
性
藤
木
千
尋

ｌ
『
浄
土
和
讃
』
ｌ
か
ら
み
る
極
楽
浄
土
へ
の
希
求
ｌ

自
死
問
題
に
お
け
る
宗
教
の
役
割
藤
野
久
美
子

ｌ
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
活
動
に
学
ぶ
Ｉ

仏
教
用
語
か
ら
み
る
現
代
仏
教
藤
野
幸
真

現
代
に
お
け
る
真
宗
伝
道
と
安
心
藤
原
邦
洋

仏
教
と
環
境
藤
原
唯
衣

ｌ
特
に
浄
土
真
宗
の
立
場
か
ら
ｌ

親
鶯
に
お
け
る
如
来
観
舟
谷
真
弥

親
鶯
の
宗
教
体
験
と
三
願
転
入
古
澤
恵
慈

親
鶯
の
悪
人
正
機
説
に
学
ぶ
細
野
貴
文

親
鶯
の
生
死
観
増
田
有
香

『
観
無
量
寿
経
』
の
三
心
に
つ
い
て
松
谷
慧
光

ｌ
善
導
、
法
然
、
親
鶯
の
三
心
観
の
比
較
を
中
心
と
し
て
ｌ

真
宗
に
お
け
る
人
間
観
の
一
考
察
松
田
悠
志

共
生
観
に
つ
い
て
、
特
に
親
鶯
の
思
想
か
ら
三
井
香

真
宗
に
お
け
る
本
尊
に
つ
い
て
三
上
雄
大

現
代
人
に
お
け
る
宗
教
三
島
香

浄
土
真
宗
と
現
代
社
会
の
「
絆
」

三
星
佑
紀

浄
土
真
宗
の
視
点
か
ら
見
る
教
育
問
題
皆
川
利
輝

浄
土
真
宗
に
お
け
る
葬
儀
の
意
義
源
修
道

親
鶯
の
浄
土
観
三
義
大
貴

浄
土
教
に
お
け
る
菩
提
心
に
つ
い
て
向
井
愛
美

ｌ
特
に
法
然
・
親
鷺
を
中
心
と
し
て
ｌ

自
然
法
爾
に
見
る
他
力
救
済
の
理
論
武
藤
自
然

親
鶯
聖
人
の
御
同
朋
・
御
同
行
の
精
神
と
宗
教
教
育
の
可
能
性武

藤
広
海

現
代
に
お
け
る
念
仏
の
意
義
宗
雷
間

真
宗
に
お
け
る
死
後
観
の
一
考
察
村
上
順
之

親
鶯
に
お
け
る
三
部
経
千
部
読
謂
中
止
の
意
義
盛
智
照

親
鶯
の
名
号
本
尊
に
つ
い
て
森
脇
ま
い
子

自
死
に
対
す
る
一
考
察
柳
井
恭
平

親
鶯
聖
人
の
信
心
の
一
考
察
布
施
晶
子

浄
土
真
宗
の
役
割
と
意
義
の
一
考
察
山
下
和
樹

真
宗
に
お
け
る
妙
好
人
像
山
中
千
聡

伝
統
仏
教
と
新
宗
教
弓
場
一
樹

ｌ
浄
土
真
宗
と
新
宗
教
を
比
較
し
て
ｌ

親
鶯
の
本
尊
観
吉
田
亘

親
鴬
に
お
け
る
信
心
の
一
考
察
渡
辺
尚
一

真
宗
の
生
死
観
に
つ
い
て
小
山
靖

一

二

○



解
脱
の
本
質

ｌ
真
宗
の
教
え
か
ら
Ｉ

真
宗
保
育
に
つ
い
て

仏
教
文
献
に
お
け
る
電
子
化
の
現
状
と
可
能
性

真
宗
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
ケ
ア

ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
ケ
ア
に
お
け
る
真
宗
の
必
要
性
ｌ

真
宗
と
福
祉
に
つ
い
て

ｌ
福
祉
が
ど
う
関
わ
る
か
ｌ

親
賛
聖
人
の
生
命
観

ｌ
ピ
ハ
ー
ラ
の
視
点
を
通
し
て
Ｉ

『
歎
異
抄
』
の
異
義
に
つ
い
て

真
宗
の
救
済
に
つ
い
て

ｌ
縁
起
思
想
と
章
提
希
夫
人
の
救
い
ｌ

日
本
に
お
け
る
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
に
つ
い
て

仏
教
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
ケ
ア
に
つ
い
て

親
鶯
の
釈
尊
観

ｌ
釈
尊
と
阿
弥
陀
仏
の
関
係
性
ｌ

真
宗
と
看
取
り

現
代
人
の
生
死
観
と
真
宗

真
宗
寺
院
の
現
状
と
課
題

浄
土
真
宗
と
新
宗
教

ｌ
現
代
人
に
お
け
る
真
宗
と
新
宗
教
へ
の
意
識
ｌ

善
導
と
親
鶯
の
真
実
心
の
一
考
察

真
宗
に
お
け
る
生
死
観
の
一
考
察

松
岡
成
美

日
下
責
行

畠
中
智
子

帆
足
童
夢

中
島
翔
希

西
澤
傑

内
藤
雅
俊

東
度
光
平

五
百
井
真
依

小
林
寛
哉

武
智
早
紀

四
柳

内
海

大
塚

岡
本

黒
畑
勇
太

小
井
田
善
史

秀
之

貴
之

真
慈

健
一

親
鶯
の
思
想
と
終
末
医
療

親
鶯
の
念
仏
思
想

親
驚
に
お
け
る
光
明
思
想

親
驚
の
生
死
観

文
化
、
風
俗
の
中
の
浄
土
真
宗

浄
土
真
宗
に
お
け
る
救
い

真
宗
の
倫
理
観

石
山
合
戦
後
の
本
願
寺

ｌ
東
西
分
派
か
ら
龍
谷
大
学
の
礎
が
築
か
れ
る
ま
で

親
鴬
に
お
け
る
苦
悩
の
一
考
察

真
宗
に
お
け
る
視
聴
覚
伝
道
の
一
考
察

浄
土
真
宗
と
世
界
平
和

一
一
一
一

田
代
浄
明

宮
本
こ
こ
ろ

元
松
勇
人

澤
田

谷
田

土
屋

榛
澤

藤
原

三
和

弓
場

照
嶌

正正真 正松洋達
道徳仁望信斎輔昭



仏
教
関
係
図
聿
昌
一
鋤

割
引
購
入
券

一
需

一
の

Ｉ
龍
谷
大
学
一
雲

真
宗
学
会
会
蔽

員
用
’

一
鰍

ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
－

１

１

１

１

（
編
）
（
集
）
（
後
）
（
記
）

ｉ

ｌ

『
真
宗
学
』
第
一
二
八
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

本
号
に
は
、
二
○
一
二
年
八
月
か
ら
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
に
半
年
間
の
予
定
で
留
学
中
の
真
宗
学
教
員
、

ロ
ｇ
己
の
国
８
国
先
生
の
司
扇
巴
○
日
の
罠
①
‐

ぬ
匡
四
尉
・
①
。
ご
①
の
旨
の
巨
邑
局
四
ご
四
国
・
函
①
丘
①
ぬ
い
の
ご

（
親
鶯
と
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
お
け
る
「
自
由
」
と

「
護
念
」
の
思
想
）
、
な
ら
び
に
藤
能
成
先
生
の

「
親
鴬
に
お
け
る
〈
仏
智
不
思
議
〉
ｌ
く
は
か
ら

ひ
〉
と
は
何
か
」
と
、
玉
木
興
慈
先
生
の
「
煩
悩

成
就
と
不
断
煩
悩
得
浬
樂
」
、
さ
ら
に
は
、
二
○

一
二
年
度
の
真
宗
学
会
大
会
発
表
の
投
稿
論
文
で
、

現
在
、
本
学
非
常
勤
講
師
で
浄
土
真
宗
本
願
寺
派

総
合
研
究
所
に
勤
務
す
る
三
浦
真
証
氏
の
「
近
世

初
期
真
宗
教
学
の
変
貌
ｌ
『
私
観
子
』
か
ら
の
考

察
ｌ
」
、
さ
ら
に
は
現
在
、
大
学
院
博
士
課
程
の

谷
口
智
子
氏
の
「
存
覚
に
お
け
る
父
母
に
対
す
る

報
恩
思
想
ｌ
『
報
恩
記
』
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
の

玉
稿
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
各
位
に

お
か
れ
て
は
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
篤

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
特
に
霞
８
国
先
生
に

は
留
学
の
多
忙
の
中
、
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
重
ね
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

宗
教
は
ど
の
よ
う
な
宗
教
に
お
い
て
も
、
い
つ

の
時
代
も
統
一
的
な
理
解
を
求
め
よ
う
と
し
ま
す
。

そ
れ
は
理
解
の
相
違
が
あ
る
と
教
え
が
混
沌
と
し
、

混
乱
を
招
く
か
ら
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
逆
に
選

択
枝
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
宗
教
が
活
動
的
で

あ
り
躍
動
感
に
満
ち
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
ゆ
え
選
択
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
は
、
ま
だ
し
も
健
全
な
こ
と
だ
ろ
う
と
思

わ
れ
ま
す
。
選
択
枝
が
な
く
な
っ
た
時
の
宗
教
の

形
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
は
正
し
い
か
も
知
れ
な
い
が
意
味
の
な
い
硬
直

し
た
宗
教
の
姿
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

そ
れ
ゆ
え
、
時
代
の
変
化
の
中
に
お
い
て
、
わ
れ

わ
れ
は
変
化
に
相
応
し
た
選
択
枝
を
た
え
ず
作
り

出
す
努
力
を
こ
そ
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
、
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
真
宗
学
運
営
協
議
会

の
院
生
・
学
部
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
本
誌
掲
載
の

真
宗
学
科
関
係
、
学
会
運
営
に
関
す
る
諸
記
録
の

執
筆
等
、
多
大
の
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

（
川
添
泰
信
記
）

一
一
一
一
一

｜
Ｔ
奉
ロ
ロ
ー
〈
二
六

京
都
市
下
京
区
七
条
大
宮

発
行
所
龍
谷
大
学
真
宗
学
会

電
話
㈹
宅
至
一
三
‐
三
三
番

振
替
三
三
ｓ
‐
〒
老
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番

京
都
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京
区
花
屋
町
通
西
洞
院
西
入

取
次
店

～

水
田
文
昌
堂

振
替
三
三
？
牢
杢
二
番
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編
集
者
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集
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者
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藤
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